
 

まなびのやくそく １・２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※    は２年生のやくそくです。 

 

 や く そ く 

がくしゅうじゅんび 

●つぎのがくしゅうのよういをしてから休みじかん

にしよう。 

●チャイムがなったら、すぐせきにつこう。 

・がくしゅうようぐは、えんぴつ4本、赤えんぴつ1本、

あおえんぴつ1本、けしごむ、じょうぎをよういしましょう。 

あいさつ・へんじ 
●なまえをよばれたら「はいっ」とへんじをしよう。 

●おおきなこえであいさつをしよう。 

かきかた 

・ただしくえんぴつをもち、しせいにきをつけて、 

ていねいにかこう。 

・ノートは、じゅんじょよくつかおう。 

ききかた 
●はなしをしている人をみて、きょうみをもち、 

さいごまでしっかりときこう。 

はなしかた 

・しせいや口のかたちにちゅういして、ばにあったこ

えではっきりとはなそう。 

・ていねいなことばと、ふつうのことばとのちがいに

きをつけてはなそう。 

・じゅんじょだてて、はなそう。 

はなしあう 

●はなしのないようにきをつけて、じぶんのかんがえ

をはなそう。 

・おたがいのかんがえを出してはなしあい、かんがえ

のよいところを見つけよう。かんがえを一つにまとめ

よう。 

がくしゅう中のたいど 

・よいしせいでがくしゅうしよう。 

・手をあげて、じぶんのかんがえをはっぴょうしよう。 

・おしゃべりや手あそびをしないで、よくきこう。 



 

学びの約束
やくそく

   3・４年生 

 

 

 約
やく

    束
そく

 

学習準備
じゅんび

 

●休み時間のうちに必要な学習用具をじゅんびしておこ

う。 

●チャイムがなったら、すぐ席につこう。 

・学習用具
ようぐ

は、鉛筆
えんぴつ

4本、赤1本、青1本、消
け

しゴム、定規
じょうぎ

を用意
ようい

し

ましょう。 

あいさつ 

返事
へんじ

 

●相手の目を見て、大きな声であいさつ・返事を
はっきりと言おう。 

書き方 
・よい姿勢

しせい

、よいえん筆
ぴつ

の持
も

ち方で、ていねいに書こう。 

・ノートは見やすく順
じゅん

じょよく使
つか

おう。 

聞き方 

●話している人を見て、話の中心に気をつけて最後までし

っかりと聞こう。 

・わからないことはしつもんしたり、感想
かんそう

を話したりしよう。 

話し方 

・相手
あいて

を見て、言葉
ことば

の強 弱
きょうじゃく

や間のとり方などに注意
ちゅうい

して話そう。 

●ていねいな言葉を用いるなど、てきせつな言葉づかいで

言葉の終
お

わり（です・ます）までしっかり話そう。 

・相手
あいて

や目的
もくてき

におうじて理由
りゆう

や例
れい

をあげながら筋道
すじみち

を立て、自分の

考えをはっきりと話そう。 

話し合う 

・互
たが

いの考えの同じところ、ちがうところを考え、司会
しかい

やてい案
あん

な

どの役
やく

わりを果
は

たしながら、進行
しんこう

にそって話し合おう。 

・学級全体で話し合って決まったことをまとめよう。 

学習中の態度
たいど

 

・よい姿勢
しせい

で集 中
しゅうちゅう

して学習しよう。（おしゃべりや手あそびなどを

しない。） 

・よく聞き、手を挙
あ

げて自分の考えを積極的
せっきょくてき

に発表
はっぴょう

しよう。 



 

学びの約束   ５・６年生 

 

 約    束 

学習準備 

●休み時間のうちに必要な学習用具を準備しておこう。 
●チャイムがなったら、すぐ席につこう。 
・学習用具は、鉛筆4本、赤1本、青1本、消しゴム、定規を 

用意しましょう。 

あいさつ 

返事 

●相手の目を見て、自分から大きな声で、あいさ
つ・返事をはっきりと言おう。 

書き方 
・よい姿勢、よい鉛筆の持ち方で、ていねいに素早く書こう。 

・板書や説明、自分の考えなどを工夫してノートにまとめよう。 

聞き方 

●話し手の意図をとらえながら最後までしっかりと聞こ
う。 
・自分の考えと比べながら聞き、それに対する自分の考えをまとめ

よう。 

話し方 

●場に応じた声の大きさと適切な言葉づかいで、言葉の
終わり（です・ます）までしっかり話そう。 
・相手意識を持ち、目的や意図に応じて事柄が明確に伝わるように、

話の構成を工夫しながら話そう。 

話し合う 

・互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合おう。 

・不十分なところは、質問したり補ったりし合おう。 

・より高いレベルでの一致点を探ってまとめよう。 

学習中の態度 

・よい姿勢で集中し、自分の考えを持って学習しよう。 

（私語や手遊びなどをしない。） 

・課題解決のために良く聞き、深く考え、積極的に手を挙げて自分

の考えを発表しよう。 


